一般廃棄物収集運搬手数料徴収事務委託契約書

　一般廃棄物収集運搬手数料徴収事務委託について、松前町（以下「甲」という。）と　　　　　

（以下「乙」という。）とは、次の条項により契約を締結する。

　（総則）

第１条　甲及び乙は、一般廃棄物収集運搬手数料徴収事務取扱要綱（平成29年４月松前町告示第34号。以下「要綱」という。）に基づきこの契約を忠実に履行しなければならない。

（手数料の徴収の委託）

第２条　甲は、乙に対し、松前町廃棄物の処理及び清掃に関する条例（昭和47年松前町条例第12号。以下「条例」という。）第９条第１項の一般廃棄物収集運搬に係る手数料（以下「手数料」という。）の徴収を委託し、乙は、これを受託する。
２　乙は、要綱第４条第１項の登録を受けた可燃ごみ指定袋取扱店において、条例第９条第１項各号の可燃ごみ指定袋（以下「指定袋」という。）の種類ごとに１包み（指定袋が10枚入りのものをいう。）単位で指定袋を交付し、交付数量に応じて手数料を徴収しなければならない。
　（契約期間）

第３条　契約期間は、契約締結日からその日が属する年度の３月31日までとする。

　（委託料の額）
第４条　手数料徴収事務委託料（以下「委託料」という。）の額は、要綱第９条第２項に定めるところによる。
（指定袋の配付申込み及び委託料の請求）

第５条　乙は、要綱第９条第１項に定めるところにより指定袋の配付申込み及び委託料の請求を行わなければならない。
（指定袋の配付及び委託料の支払）
第６条　甲は、前条の規定により指定袋の配付申込み及び委託料の請求があったときは、要綱第９条第３項及び第４項に定めるところにより手数料と引替えに指定袋を配付し、委託料を手数料から繰り替えて支払うものとする。
　（再委託の禁止）

第７条　乙は、本契約に係る事務を他に譲渡してはならない。
　（危険負担）

第８条　手数料徴収事務の処理中に指定袋が滅失し、又は損傷したときは、その滅失又は損傷は、全て乙の負担に帰する。ただし、指定袋にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かし),瑕疵)があったときは、甲の負担において指定袋を取り替えるものとする。

　（契約の解除）

第９条　甲は、要綱第７条第１項の規定に基づき、この契約を解除することができる。

２　乙は、自己の都合等によりこの契約を解除しようとするときは、甲と協議しなければならない。

　（契約に定めのない事項）

第10条　この契約書に定めのない事項については、松前町財務規則（昭和62年松前町規則第２号）及び要綱に定めるところによるものとし、特に定めのない事項については、甲乙協議の上、処理するものとする。

　この契約の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自その１通を保有するものとする。

平成　　年　　月　　日

甲　　住所　伊予郡松前町大字筒井631番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松前町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　町長　　岡　本　靖　　　 eq \o\ac(□,印)
乙　　住所　

　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
